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十分杯で長岡を盛り上げよう！
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－世界と長岡の繫がり－



　長岡大学の「学生による地域活性化プログラム」は、平成 19 年度の文部科学省現代的教育ニ
ーズ取組支援プログラム（現代ＧＰ）に選定された「学生による地域活性化提案プログラム　
―政策対応型専門人材の育成―」に始まり、平成 25 年度からは文部科学省「地（知）の拠点整備
事業」（大学COC事業）に選定された「長岡地域＜創造人材＞養成プログラム」の一環として、
発展・継続して取り組んで参りました。現在では、本学の特徴的な教育プログラムとして周辺
地域における認知度がさらに高まってきていると実感しております。
　長きにわたりこの取り組みを続けて来られたのは、ひとえに地域の皆様の暖かいご支援とご
指導の賜物と、心より感謝申し上げます。この取り組みが地域の活性化にまだ十分に貢献して
いるとは言えませんが、これまで本プログラムの運営に多大なご協力をいただいた地域連携ア
ドバイザーの方々だけでなく、地域のたくさんの方々からも各取り組みテーマに対するお問い
合わせや激励のお言葉をいただいております。また最近では、取り組みの中心である学生の活
動について新聞やテレビ等のメディアでも取り上げていただく機会が多くなりました。地域の
皆様には、日頃より本プログラムへの多大なるご支援とご協力をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　「地域活性化とは何か」という問いに対する明確な答えは無いと思いますが、本プログラムで
は、答えの無い地域課題に対して、それをどのように考え、どのように行動し、対応して行く
のかを学生が自ら試行錯誤する中で体得していくことができます。本学を卒業して地域社会の
一員となる学生が将来、地域が抱える課題に日々取り組んでいくことになると考えると、彼ら
にとってこれらの体験は大変貴重なものとなることでしょう。
　本プログラムでは、各ゼミナールで設定したテーマの下で学生がグループで活動を進めて行
くことになりますが、時には活動で一緒になる地域の大人たちとの意見の食い違いや学生同士
のちょっとしたすれ違い等が起きることもあります。このような体験も学生がさらに一歩成長
するきっかけとなります。ゼミで決めたテーマをまとめ上げるために、どのように他者とかか
わりながら取り組みを進めて行くべきなのか、この取り組みの中で自分の役割は何であるのか、
などを考えながら活動を行っていくことで、チームで活動することの難しさだけでなく、チー
ムで何かをやり遂げることの充実感や達成感を味わうことができます。
　長岡大学の「学生による地域活性化プログラム」では、学生が地域の皆様と一緒に汗をかき、
考え、そして楽しむことで、目先の地域貢献活動だけでなく、将来にわたって地域の活性化を
担っていける人材の育成を目指しております。長岡大学の建学の精神は、「幅広い職業人として
の人づくりと実学実践教育の推進」と「地域社会に貢献し得る人材の育成」です。本プログラ
ムは、まさにこの精神を実現するための中核となる教育プログラムであると言えます。

平成 31 年３月

ご　あ　い　さ　つ

長岡大学  学長　村山　光博

長岡大学は、文部科学大臣の認証を受けた『公益財団法人日本高等教育
評価機構』により、平成28年度大学機関別認証評価を受審し、平成29年
３月７日、日本高等教育評価機構が定める大学評価基準を満たしていると
「認定」されました。



　私事ですが、日本滞在歴が予想以上に伸び、もはや学生たちよりも長くなりました。そして、この
二十数年間の日本滞在の中で、とても素晴らしいいくつかの出会いがありました。それはすべて長岡
での出会いです。心の底より尊敬できる方にお会いすることができました。謙虚さと心の持ち方等々、
たくさんのことを学ばせていただきました。
　また、十分杯にも出会いました。仏教では、人の苦しみや悩みのもとは無明（無知）と過ぎた慾に
あると言います。この過ぎた慾を戒める道具として、十分杯以上わかりやすい物はないと思います。
誰にも必要な物だと思います。特に近年、平和が長く続き、グローバリゼーションで物余りの時代に
なっている現在、人間の慾には限度がないように見えます。物に頼る幸福感は時間の経過とともに減
退していくために、新たな物を欲しがります。そのため、満足することができなくなってしまいます。
所謂苦楽間の輪廻です。このような慾による輪廻の連鎖の人生であるため、一度だけの人生が歳を重
ねても悩みと不安だらけになります。十分杯は自分の心の中の過ぎた慾を戒めてくれるので、以前よ
りは心を楽にしてくれます。息子の成績が多少下がっても、家内の料理が期待通りでなくても、つまり、
欲どおりでなくても十分杯の教えがあれば息子にも家内にも満足することができます。自分の慾に引
きずられ、息子や妻を憎む愚かさから解放され自由になれます。私を以前よりはるかに幸せにしてい
る十分杯を多くの方々に知っていただきたいと思います。
　さて、今年度の目玉の活動は、世界と長岡の繋がりを十分杯を通して解釈したところです。アジア
の辺境に位置している日本が世界と繋がったのは大航海時代でした。西洋人はアジアでの貿易の際、
決済手段として ‘銀’ を使っていました。また、時代を同じくして中国では納税手段として銀のみを
許可した一条鞭法という制度が始まりました。この二つの動きにより、銀の需要が高まり、南米のポ
トシ銀山に次ぐ銀の産出国だった日本は世界貿易の輪に加わります。オランダ人を通した貿易はかつ
て日本になかった多くの文物を伝えてくれたし、豊かにしてくれました。しかし、銀の産出量は減っ
ていき、幕府は様々な倹約令を出します。ちょうどその時代に長岡藩のとある領民が三代藩主に献上
したものが ‘竹十分杯’ です。若干の藩主が易経を引用しながら詩を詠みます。それが ‘十分杯銘’ です。
因みに、竹十分杯と十分杯銘は悠久山の長岡市郷土史料館に展示されています。このように、時代的
背景を日本国内ばかりでなく世界の動きに絡めて説明することができました。来年度以降より丁寧に
調べていきたいと思います。
　大手通りの市民センター１階で行われていた太刀川喜三様の十分杯展示会で出会って８年が経ちま
した。それ以降、長岡歯車資料館長の内山弘様のご指導の下で、知足十分杯（枡）を製作することが
できました。また、（株）長谷川陶器と協力して長岡らしい米百俵十分杯を作ることができました。
最終的には我がゼミオリジナルの十分杯を長岡の土産物として販売するようになりました。販売の難
しさを経験した１年間でもありましたので、来年度以降はマーケティングにも力を入れていきたいと
思います。
　最後に、アドバイザーの二方、長岡コンベンション協会の皆様、ゼミ活動を大々的に取りあげてく
ださったマスコミの皆様、酒の陣で立派なブースを用意してくださる長岡市の皆様にこの紙面を借り
て深く感謝申し上げます。そして、２年の時から３年間文句ひとつ言わず汗ばかり流してくれた４年
の二人には感謝の気持ちでいっぱいです。

平成 31 年３月

十分杯で長岡を盛り上げよう！
－世界と長岡のつながり－
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長岡大学教授／ゼミ担当教員　權　五景（樂九）
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